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女 6,308 人（− 7 人）

世帯数 5,143世帯（＋16世帯）
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まっかないちごがとれたよ
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12 月７日（水）、外務省関係者から
馬淵町長への紹介により、中華人民共
和国山

さんせいしょう

西省太
た い げ ん し

原市から７人の児童（男
子５人、女子２人）と２人の学校関係
者が、一宮小学校を訪問しました。

訪問児童の大部分が５年生でしたの
で、学校では５年生の皆さんに参加し
ていただきました。当初、言葉が通じ
ない児童たちがうまく交流できるか大
変心配したのですが、いくつかの取り
組みの中で一宮小学校の皆さんが臆す
ること無く積極的にボディーランゲー
ジで対話し、たちまち中国の児童の周
りに大きな輪ができて楽しい１日が実
現できました。

この取り組みで、どこの国との間で
も子どもたちは仲良くできる。この友
好の輪が大人になってからも続いて欲
しいと深く感じたところでした。

この交流に取り組んでいただいた、
５年生の皆さん、先生方に深く感謝し
ます。

教育長　町田 義昭

私は中国の人たちと交流してとても楽しかっ
たです。言葉は全く違う同士なのに、おにごっ
こをしたり、けん玉をしたり、一緒に仲良くで
きました。言葉は関係なく、大事なのは仲良く
しようとする気持ちだと思いました。また中国
の人たちと会いたいです。

一宮小学校５年　大川 心愛さん

この学校体験の中で印象に残っていることは、
一宮小の皆さんが私たちにとても親切にしてく
れたこと、つまづいても決して慌てなかったこ
とです。言葉は違っていてもお互いの気持ちが
わかるのだと、この体験の中で知ることができ
ました。あっという間でしたが、非常に有意義
なものでした。皆さんとお別れするときに泣い
てしまいました。一宮小の皆さんが私たちに感
動と温かい気持ちを与えてくれたからです。一
宮小の皆さんは、粘り強く、とても優れていま
した。これから勉強するうえで、お手本にして
いきたいです。　　　（中国の児童）劉 梓瑄さん

中国の子どもたちの一宮小学校体験入学実現
にご協力いただき、皆さんに厚く感謝します。
子どもたちも実際の触れ合いでお互いに好印象
を持ち、関心も持ち始めたことと思います。こ
れからも交流の発展を期待しています。

外務省国際貿易・経済担当大使
（元在中国日本大使館公使）　井出 敬二氏

私の学校の子どもたちが人生観を形成する過
程のこの時期に、こうした経験を持てたことを
非常に嬉しく思っております。彼らは帰国後も
一宮の良いところや学ぶべきことなどを積極的
に話しています。また、子どもたちの人に接す
る時の態度が変わっていきました。「友好と親愛
の種」が子どもたちの心の中にまかれたのだと
思っています。私は、この種が成長して人類の
平和と文明に寄与することと信じています。一
宮町の皆さんに感謝を申し上げるとともに、こ
の美しい町が更に発展していくことをお祈りし
ています。　　　　　　　　　　　　  王成団長

外国語活動！
英語を使いお互いに自己紹

介をしてコミュニケーション
を図りました。

給食交流！
中国は、給食がないそうです。一宮小学校

自慢の給食はおいしかったようです。

書き初め体験！
現在の中国では筆を使

うことはないので初めて
の体験でした。

ロボットプログラミング体験！
ロボットの動きをパソコンでプログラムを作り操

作する体験をしました。

熱  烈  歓  迎熱  烈  歓  迎

中国山西省太原市から来校

日本の昔の遊び体験！
休み時間にけん玉、めんこ、お手玉を一宮

小学校の児童と体験しました。

昼休みの交流！
校庭で王成団長とコミュニ

ケーションを取り、記念撮影
をしました。



ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

広報 45 Ichinomiya

▲ 新成人代表　森　敦史▲ 整列する消防団員

し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
吉
野
議
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
新
成
人
を
代
表
し
て
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
は
こ
の
自
然
豊
か
な
一

宮
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
町
に
は
美
し
い

海
が
あ
り
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
サ
ー
フ
ィ
ン
の
競
技
会

場
が
釣
ヶ
崎
海
岸
に
決
ま
り
ま
し
た
。
私

た
ち
一
同
喜
ば
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
今
後
、
世
界
中
か
ら
の
選
手
や
観

客
を
迎
え
る
た
め
に
、
町
全
体
で
協
力
し

て
整
備
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
も
何
ら
か
の
形
で
協
力
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
ふ
る
さ

と
を
自
分
た
ち
の
誇
り
と
し
て
心
に
刻

み
、
続
く
後
輩
た
ち
の
見
本
に
な
る
よ
う

な
社
会
人
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
は
今
、
す
で
に
社
会
に

出
て
職
場
で
働
い
て
い
る
人
や
、
学
業
に

励
ん
で
い
る
人
な
ど
様
々
な
立
場
の
人
が

い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
高
校
を
卒
業
後
、
大
学
進
学
の

た
め
東
京
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
ま
し

た
。
初
め
て
故
郷
を
離
れ
、
慣
れ
な
い
土

地
に
来
た
と
き
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
、

自
分
が
何
も
で
き
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
洗
濯
や
料
理
な
ど
簡
単
な
家
事
で

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
ア
ル
バ
イ

ト
で
は
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
。
改
め
て

自
分
が
未
熟
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の

う
え
で
、
こ
の
成
人
式
と
い
う
日
を
迎
え

た
今
、
焦
り
の
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
で

す
が
、
そ
れ
と
共
に
社
会
の
た
め
に
何
か

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
駆
ら
れ
て
い
ま

す
。
き
っ
と
今
ま
で
は
ま
だ
、
家
族
や
、

周
り
の
人
々
に
ど
こ
か
頼
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
こ
れ
か
ら
は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
社
会
の
一
員
と

し
て
常
に
向
上
心
を
持
っ
て
前
進
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
、
私
た
ち
が
こ
う
し
て
集
い
、
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、
今
日
ま
で
私

た
ち
と
関
わ
り
合
い
、
私
た
ち
を
育
て
、

励
ま
し
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
、
家

族
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

ま
た
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を
忘
れ
ず
に

生
き
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
て
新
成
人
代
表

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
８
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館
で
成

人
式
が
開
催
さ
れ
、
新
成
人
88
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

記
念
品
の
選
定
や
当
日
の
受
付
、
司
会

進
行
な
ど
を
成
人
式
実
行
委
員
会
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
、
心
温
ま
る
式
典
と
な
り

ま
し
た
。

式
典
後
は
、
旧
友
や
恩
師
と
の
記
念
撮

影
が
あ
り
思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま

し
た
。

成
人
お
め
で
と
う

～
平
成
29
年
成
人
式
～

成
人
の
主
張

本
日
は
成
人
を
迎
え
た
私
た
ち
の
門
出

に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
盛
大
な
式
典
を
催

−

第
４
支
団
表
彰
伝
達
式
並
び
に
平
成
29
年
消
防
出
初
式

−

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
３
分
団

第
２
分
団

第
１
分
団

分
団
名

一
宮
・
新
地
・
船
頭
給
・
海
岸
地
区

一
宮
地
区
・
宮
原
地
区

東
浪
見
地
区

対　

象　

地　

区

１
月
14
日
に
中
央
公
民
館
で
第
４
支
団

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

消
防
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
年
は

総
勢
29
人
の
団
員
と
２
人
の
ご
夫
人
が
受

章
さ
れ
、
そ
の
後
、
長
生
郡
市
広
域
市
町

村
圏
組
合
消
防
出
初
式
が
、
茂
原
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
消

防
団
長
の
訓
示
の
後
、
管
内
小
学
校
の
作

品
か
ら
選
ば
れ
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰

や
、
消
防
活
動
で
活
躍
さ
れ
た
団
員
や
団

員
の
夫
人
に
対
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
の

贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
消
防
活
動
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
ご
家
族
の
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
第
４
支
団
（
一
宮
町
）
の
受
章
者

☆
千
葉
県
知
事
表
彰

　
功
労
章

　
支
団
本
部
長　
　
　
　
　
峯
島　
優

☆
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

　
防
災
危
機
管
理
部
長
表
彰

　
第
２
分
団
副
分
団
長　
　
露
﨑　
元

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
片
岡　
靖

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
岡
田
康
雄

☆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
精
勤
章

　
第
１
分
団
長　
　
　
　
　
小
関
一
真

　
第
１
分
団
副
分
団
長　
　
内
山
靖
之

　
第
２
分
団
第
１
部
団
員　
片
岡
義
博

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
吉
野　
剛

☆
管
理
者
表
彰　

　
功
労
章

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員　
峰
島
雄
一
郎

　
第
３
分
団
第
３
部
団
員　
酒
井
洋
明

☆
千
葉
県
消
防
協
会　
長
生
支
部
長
表
彰

　
功
労
賞

　
第
１
分
団
第
２
部
班
長　
小
関
丈
晴

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員　
髙
梨
将
史

　
第
２
分
団
第
１
部
団
員　
大
場
庸
一

　
第
２
分
団
第
４
部
団
員　
田
中
昭
光

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員　
渡
邉
信
博

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員　
田
中
智
大

　
精
勤
賞

　
第
１
分
団
第
１
部
部
長　
関　
修
也

　
第
１
分
団
第
２
部
団
員　
長
谷
川
浩
一

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員　
鵜
澤
伸
行　

　
第
１
分
団
第
４
部
団
員　
鵜
澤
雅
俊

　
第
２
分
団
第
１
部
班
長　
安
藤　
一

　
第
２
分
団
第
２
部
団
員　
小
関
佑
次

　
第
２
分
団
第
３
部
団
員　
中
村
武
俊

　
第
２
分
団
第
４
部
部
長　
関　
昇
央

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員　
芝
﨑
洋
一

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員　
渡
邉
耕
一

　
第
３
分
団
第
３
部
団
員　
橘　
修
平

☆
団
長
表
彰

　
精
勤
章

　
第
１
分
団
第
４
部
団
員　
秌
場
祐
紀

　
第
２
分
団
第
２
部
部
長　
御
園
生
貴
康

　
優
良
部

　
第
１
分
団
第
１
部

☆
千
葉
県
長
生
地
域
振
興
事
務
所
長

　
内
助
功
労
章

　
第
１
分
団
長
夫
人　
　
　
　
小
関
裕
美

☆
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
団
長

　
内
助
功
労
章

　
第
１
分
団
第
１
部　
部
長
夫
人　
小
畑
由
美

※
各
分
団
の
対
象
地
区
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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体育協会

▲ 相博さん（枇杷畑区）

▲ 栁澤伸子さん（船頭給区）

▲ 左から いすみ市長、綱田区長、一宮町長

100 歳を迎えられた相博さん（枇杷畑
区）のもとを町長が訪問し祝品を贈呈し
ました。

いつまでもお元気でお過ごしください。

１月 19 日（木）、青葉の森公園芸術文
化ホールで開催された千葉県統計功労者
表彰式において、栁澤伸子さんが総務大
臣表彰を受賞されました。

栁澤さんは平成 11 年から 18 年間、合
計 33 回の統計調査に指導員・調査員と
して従事され、現在も町の模範調査員と
してご活躍いただいております。

長年の丁寧で正確な統計調査の功績が
認められ、今回の受賞となりました。

1 月 16 日にいすみ市と「津波発生時における津波緊
急避難場所に関する協定」を締結しました。

この協定は、大津波警報が発令された際に、いすみ市
の住民が綱田区内の県道一宮・椎木・長者線付近の高台
を津波緊急避難場所として一時的に使用することを目的
に結ばれたものです。

災害時には、皆さんが安全な場所に避難できるように、
ご理解とご協力をお願いします。

【問合せ】　総務課　（42）2112

12 月 4 日、田植えに参加してくれた子ども会と一緒に、
賑やかに収穫祭を行いました。今シーズンは、イノシシ
や悪天候の影響で苦労が多く、収穫量も少なかったので、
新米のありがたみもひとしおでした。

春にはたった一粒だった種モミが、手間ひまかけて秋
には約 2,000 粒のお米へとかわり、ようやく口にするこ
とができます。お米の力とネイチャークラブの活動に参
加してくれた方々のエネルギーが相まって、今年も無事
おいしいお米がいただけたことに感謝です。

【今後の予定】
2/18（土）10：00 ～　早春の生き物観察会と焼き芋

【問合せ】
　矢澤　☎（42）7388　　大川　☎（47）4959
Facebook『一宮ネイチャークラブ』で検索してください。
会員募集中！

いすみ市と津波緊急避難場所に
関する協定を締結

今年の収穫祭 ～一宮ネイチャークラブ～

ご長寿おめでとうございます

「総務大臣表彰」受賞
栁澤伸子さん（船頭給区）
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一
宮
保
育
所
を
移
設
・
民
営
化
し
、
４

月
に
開
園
を
予
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園

「
一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
」
の
園
舎
が
完

成
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
の
日
程
で
園
舎

を
開
放
し
ま
す
。
入
園
予
定
の
方
は
も
ち

　
一
宮
の
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て
、
そ

の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◆
と　
き　
3
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
受
付
開
始
）

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館　
生
活
研
修
室

　
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
「
Ｃ
（
し
）
あ
わ

せ
こ
そ
だ
て
」
で
は
、
子
育
て
に
必
要
な

町
の
情
報
を
発
信
し
て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
現
在
、
町
内
の
公
共
施
設
や
お
む
つ
替

え
ス
ペ
ー
ス
、
郡
内
の
病
院
を
検
索
し
、

案
内
す
る
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
度
、

子
育
て
世
帯
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
お
店

や
企
業
を
募
集
し
、
こ
の
機
能
へ
掲
載
し

ま
す
。

　
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
け
る
事
業
主
の
方
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
フ
ォ
ー
ム
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
、
記
入
の
う
え
、

ろ
ん
、
地
域
の
方
も
新
し
い
保
育
園
を
ぜ

ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
３
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
３
時
～
午
後
５
時

◆
講　
師　
マ
ー
テ
ィ
ン
・
Ｎ
・
モ
リ
ス
氏

　
　
　
　
　
（
千
葉
大
学
教
授
）

◆
共　
催　

�

東
上
総
文
化
遺
産
総
合
活
性

化
事
業
実
行
委
員
会
（
平
成

28
年
度
文
化
庁
補
助
事
業
）

※
入
場
無
料
、
予
約
不
要

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
要
件

①
町
内
に
事
業
所
を
構
え
る
企
業

②�

町
の
子
育
て
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
設

置
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

③�

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
こ
と

　
（�

例
：
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

し
て
あ
る
、
塗
り
絵
や
絵
本
を
設
置

し
て
い
る
な
ど
）

④�

掲
載
内
容
な
ど
の
変
更
が
生
じ
た
場
合

は
、
届
け
出
を
い
た
だ
け
る
こ
と

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://www.town.ichinom
iya.chiba.

jp/kosodate/kosodate/511.htm
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■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
１
５

■ 

問
合
せ　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

■ 

問
合
せ
・
提
出
先　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
１
５

一
宮
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
を
見
に
来
ま
せ
ん
か

文
化
財
講
座
「
一
宮
町
の
歴
史
的
建
造
物
を
考
え
る
」

子
育
て
支
援
サ
イ
ト
に
お
店
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

（
１
９
４
３
）
に
は
バ
タ
ー
ン
半
島
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
）
攻
略
戦
に
従
軍
、
戦
話
集
『
緑
の

城
』（
昭
和
19
年
）
を
書
き
ま
し
た
。

　
一
宮
町
の
細
田
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）、
合
併
10

周
年
を
記
念
し
た
一
宮
町
史
編
纂
委
員
会
の

編
集
委
員
長
と
な
り
、
翌
年
3
月
に
『
一
宮

町
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
同
年
、『
日

本
国
有
鉄
道
百
年
誌
』
の
編
纂
に
も
携
わ
り

ま
し
た
。

　
昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
に
死
去
。
昭
和

56
年
（
１
９
８
１
）
に
は
文
学
碑
「
黄
塵
碑
」

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
居
宅
跡
に
は

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
に
案
内
看
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲ 文学碑「黄塵碑」（一宮海岸広場）

　

上
田
広
は
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）、
長

生
郡
豊と

よ
さ
か
む
ら

栄
村(

現
・
長
南
町)
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
本
名
は
浜
田
昇
と
い
い
ま
す
。
鉄

道
省
を
卒
業
後
、
国
鉄
に
勤
務
、
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）ご
ろ
に
坪つ

ぼ
た田
譲じ

ょ
う

治じ

（
１
８
９
０

～
１
９
８
２
、
児
童
文
学
作
家
）
ら
を
中
心

と
す
る
創
作
朗
読
会
に
入
会
、
以
後
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
文
学
な
ど
の
影
響
も
受
け
て
、
作
家

と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）
に
筆
名
「
上
田
広
」
を
名
乗

り
ま
し
た
。

　

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）、
日
中
戦
争
が

勃
発
す
る
と
召
集
令
状
を
受
け
て
出
征
、
中

国
戦
線
を
転
戦
し
ま
す
。
そ
の
陣
中
で
も
小

説
を
執
筆
し
続
け
、
翌
13
年
に
「
大
陸
」
に

掲
載
さ
れ
た
『
黄こ

う
じ
ん塵
』
な
ど
で
一
躍
文
名
を

高
め
、
火ひ

の野
葦あ

し

平へ
い

（
１
９
０
７
～
６
０
、
小

説
家
）、
日ひ

び

の

し

比
野
士
朗ろ

う

（
１
９
０
３
～
７
５
、

作
家
）
ら
と
と
も
に
「
兵
隊
作
家
」
と
呼
ば

れ
ま
し
た
。
特
に
『
黄
塵
』
は
第
8
回
（
昭

和
13
年
）
芥
川
賞
の
予
選
候
補
作
に
も
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
そ
の
後
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
に
帰
還

し
、
国
鉄
に
復
帰
し
ま
す
が
そ
の
2
年
後

に
は
退
職
。
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
す
る
と
、

今
度
は
軍
報
道
班
員
と
し
て
、
昭
和
18
年

【
問
合
せ
】　
教
育
課　
☎
�
１
４
１
６

持
ち
を
自
分
に
都
合
よ
く
動
か
そ
う
と
い
う

事
例
は
、
中
央
・
地
方
を
問
わ
ず
大
変
目
立

つ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
特
定
の
政

党
や
労
働
組
合
な
ど
に
「
抵
抗
勢
力
」
と
し

て
レ
ッ
テ
ル
を
張
り
、
そ
の
集
団
を
排
除
す

れ
ば
す
べ
て
う
ま
く
ゆ
く
、
と
主
張
す
る
た

ぐ
い
の
政
治
的
言
説
は
そ
の
最
た
る
も
の
で

し
ょ
う
。根
拠
の
な
い
誹
謗
中
傷
で
も
、言
っ

た
も
の
勝
ち
に
な
る
、と
い
う
わ
け
で
、フ
ェ

ア
・
プ
レ
イ
の
精
神
と
は
正
反
対
の
方
向
で

す
。
し
か
し
、
私
は
、
問
題
解
決
の
正
し
い

方
向
性
は
、
あ
く
ま
で
正
確
な
事
実
・
真
実

の
認
識
の
う
え
に
し
か
あ
り
え
な
い
と
思
い

ま
す
。
事
実・真
実
に
徹
底
し
て
向
き
合
い
、

そ
の
上
で
誠
実
な
議
論
を
展
開
し
て
ゆ
く
こ

と
が
、
最
良
の
解
決
に
つ
な
が
る
唯
一
の
道

だ
と
考
え
ま
す
。
ポ
ス
ト
真
実
の
風
潮
に
あ

く
ま
で
抗
し
て
、「
事
実
・
真
実
」
の
政
治

の
重
み
、
フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
の
精
神
の
大
事

さ
を
主
張
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

最
近
、
ポ
ス
ト
真
実
（post

‐truth

）

と
い
う
言
葉
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
12
月
14
日
付
の
東
京
新
聞
に
よ
れ

ば
、「
ウ
ソ
で
も
人
び
と
を
扇
動
し
、
あ
る

い
は
人
び
と
が
扇
動
さ
れ
て
し
ま
う
政
治
文

化
の
風
潮
を
示
す
言
葉
」
だ
そ
う
で
す
。
要

す
る
に
、
事
実
・
真
実
と
関
係
な
く
、
虚
偽

の
情
報
が
ま
か
り
通
り
、
大
き
な
社
会
的
影

響
を
与
え
る
現
象
を
さ
す
言
葉
の
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
も
デ
マ
と
い
う
言

葉
が
す
で
に
あ
る
よ
う
に
、
似
た
よ
う
な
現

象
は
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
通
信
手
段
の
飛
躍

的
発
達
と
と
も
に
、
格
段
に
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領

選
挙
時
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
発
言
の
中
で
、「
虚

偽
」
に
類
す
る
も
の
は
約
70
％
に
の
ぼ
っ
た

と
の
報
道
も
あ
り
ま
す
が
（
上
記
東
京
新

聞
）、
そ
れ
で
も
当
選
さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、

恐
る
べ
き
状
態
だ
と
い
え
ま
す
。日
本
で
も
、

事
実
に
も
と
づ
か
な
い
言
説
で
人
び
と
の
気 No.8

一宮町長
馬淵 昌也

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　
「
一
宮
町
ゆ
か
り
の
人
々
⑤
」

上う
え
だ
ひ
ろ
し

田
廣
（
１
９
０
５
～
１
９
６
６
）

　
生
活
道
路
の
安
全
な
交
通
環
境
を
守
る

た
め
、
田
町
地
先
他
（
下
図
参
照
）
が
千

葉
県
公
安
委
員
会
に
よ
り
『
ゾ
ー
ン
30
』

の
区
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
伴
い
指
定
区
域
と
わ
か
る
よ
う

道
路
標
識
や
路
面
表
示
な
ど
を
整
備
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

『
ゾ
ー
ン
30
』
と
は
・
・
・

　
歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
自
動
車
な
ど
の
速
度
や
抜
け

道
を
通
行
す
る
行
為
を
抑
制
す
る
よ
う
指

定
す
る
区
域
（
ゾ
ー
ン
）
で
す
。
区
域
内

で
は
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
に
速
度

制
限
さ
れ
ま
す
。

■ 

問
合
せ　
茂
原
警
察
署　
☎
�
０
１
１
０

事
業
課　
☎
�
１
４
３
０

安
全
な
交
通
を
目
指
し
て

一宮川

上
総
一
ノ
宮
駅

神
門
踏
切

ゾ
ー
ン
30
指
定
区
域
128
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ら
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報
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の
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の
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

広報 1011 Ichinomiya

　
第
６
期
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
る
社

会
福
祉
法
人
豊
友
会
に
よ
る
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
整
備
に
つ
い
て
、
１
月
19
日
に

実
施
し
た
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
施
工
業

者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
工
程
を
含
め
た

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
次
の
と
お
り
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
施
設
名
称

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
一
宮
喜き

楽ら
く
園え
ん

◆
施
工
業
者

　
㈱
山
田
工
務
所

　
千
葉
市
中
央
区
稲
荷
町
１
－
３
－
１

◆
施
工
箇
所

　
船
頭
給
２
０
１
－
１

【
問
合
せ
】

　
社
会
福
祉
法
人
豊
友
会

　
（
山
口
県
下
関
市
豊
田
町

大
字
中
村
82
－
１
－
１
）

　
☎
０
８
３
（
７
６
６
）
３
７
６
５

　
担
当
・
白
濱

　
☎
０
８
０
（
２
７
８
３
）
５
８
７
８

　
近
年
、
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン

ベ
の
穴
あ
け
に
よ
る
事
故
、
ご
み
収
集
車

や
ご
み
処
理
場
の
火
災
や
爆
発
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、ス
プ
レ
ー
缶・

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
「
出
す
日
」
と
「
出

し
方
」
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
変
更
日

　
１
コ
ー
ス　
（
１
区
〜
10
区
）

　
　
　
　
　
　
４
月
21
日
〜

　

２
コ
ー
ス　

�（
11
区
〜
17
区
・
船
頭
給
区
・

新
地
区
・
海
岸
区・
宮
原
区
）

　
　
　
　
　
　
４
月
28
日
〜

　
３
コ
ー
ス　
（
綱
田
区
・
新
熊
区
・
新
浜
区
）

　
　
　
　
　
　
４
月
７
日
〜

◆
出
す
日

　
変
更
前　
「
燃
え
な
い
ご
み
」の
日

　
変
更
後　
「
資
源
ご
み
」の
日

◆
出
し
方

　
ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
中

身
を
使
い
切
っ
て
、
穴
を
あ
け
ず
に
、
専

用
ネ
ッ
ト
袋
（
黄
色
）
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

※�

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
専
用

ネ
ッ
ト
袋
は
、
カ
ン
専
用
・
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
専
用
ネ
ッ
ト
袋
と
同
じ
よ
う
に
、

資
源
ご
み
の
収
集
日
に
ご
み
集
積
所
に

用
意
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ　
福
祉
健
康
課　
☎
�
１
４
３
１

■ 

問
合
せ　
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境
衛
生
課　
☎
�
４
９
４
４

　
事
業
課　
☎
�
１
４
３
０

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

施
工
業
者
が
決
定
し
ま
し
た

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
出
し
方
が
変
わ
り
ま
す

　
楽
し
く
安
全
な
遊
び
を
し
な
が
ら
、
保

育
所
で
は
お
子
さ
ん
の
成
長
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
、お
気
軽
に
希

望
す
る
保
育
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

映
画
会
・
誕
生
会
に

　
親
子
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

映
画
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
3
月
8
日
（
水
）
原
保
育
所

　
　
『
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
冒
険
』
他

　
3
月
10
日
（
金
）
一
宮
保
育
所

　
　
『
が
ん
ば
れ
ス
イ
ミ
ー
』
他

誕
生
会

◆
と　
き　
午
前
10
時
～

　
3
月
9
日
（
木
）
原
保
育
所

　
3
月
15
日
（
水
）
一
宮
保
育
所

※
要
予
約

庭
を
開
放
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
の
庭
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
す
べ

り
台
・
ぶ
ら
ん
こ
・
ボ
ー
ル
や
砂
場
遊
び

玩
具
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
天
気
の
良
い

日
は
体
操（
10
時
前
後
）も
し
て
い
ま
す
。

一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？

◆
と　
き　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
予
約
不
要

親
子
で
遊
び
ま
せ
ん
か
♪

原
保
育
所
親
子
教
室
「
ひ
よ
こ
組
」

　
育
児
・
栄
養
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

そ
う
だ
ん
ご
と

お

知

ら

せ

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

町
立
保
育
所
ニ
ュ
ー
ス

子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

人  

権  

行  

政  

相  

談

◆
と　
き　
３
月
２
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
図
書
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

※
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

◆
と　
き　
３
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー　
図
書
室

◆
対　
象　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

※
要
予
約　
１
人
20
分

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

ぜ
ひ
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
午
前
10
時
～
午
前
11
時

　
3
月
7
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
『
手
形
付
き
♪
お
も
い
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ー
ド
を
つ
く
ろ
う
』

　
3
月
14
日
（
火
）（
15
組
）

　
　
『
春
み
ー
つ
け
た
』

◆
と
こ
ろ　
原
保
育
所

※
要
予
約

※
駐
車
場
10
台
可
能

※�

お
申
し
込
み
は
前
日
ま
で
に
原
保
育
所

へ
お
願
い
し
ま
す
。
保
育
所
入
所
前
の

お
子
さ
ん
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

子
育
て
相
談
室
「
コ
ア
ラ
組
」

◆
と　
き　
３
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　
一
宮
保
育
所

※�

要
予
約

絵
本
の
貸
出
を
し
て
い
ま
す

　
保
育
所
入
所
前
の
親
子
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
絵
本
の
貸
出
を
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
絵
本
が
大
好
き
で
す
。

絵
本
は
子
ど
も
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
小
さ
い
頃
に
見
た
絵
本
は
一

生
の
宝
物
。

【
３
月
の
テ
ー
マ
】「
と
も
だ
ち
の
絵
本
」

　

♪
み
ん
な　

と
も
だ
ち
ず
っ
と
ず
っ
と
と
も
だ
ち

～
♪
か
け
っ
こ
し
た
り
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
け
ん

か
を
し
た
り
、
一緒
に
大
笑
い
し
た
り
…
と
も
だ
ち
っ

て
い
い
ね
！
そ
ん
な
絵
本
を
揃
え
て
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
保
育
所
に
探
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
と　
き　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

◆
と
こ
ろ　
各
保
育
所
玄
関
ホ
ー
ル

※
予
約
不
要

　
在
宅
の
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

「
お
お
ぞ
ら
」
は
愛
光
保
育
園
内
に
あ
る

子
育
て
支
援
館
で
す
。
お
弁
当
も
食
べ
ら

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　
月
～
金
曜
日　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

　
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
正
午
～
午
後
1
時　

食

事
前
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。）

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
要
予
約
）

※
予
約
は
１
ヶ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

○
ひ
な
ま
つ
り
（
２
歳
児
～
）

　
3
月
1
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

○
マ
マ
チ
ア
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
（
２
歳
児
～
）

　
3
月
8
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
館
「
お
お
ぞ
ら
」

　
　
　
　
　
　
☎
�
７
４
２
４

【
予
約
・
問
合
せ
】

　
一
宮
保
育
所　
　
☎
�
３
２
１
１

　
原
保
育
所　
　
　
☎
�
２
５
１
４

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
少
な
い
た
め
、
お
車

で
の
来
所
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
は
前
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

町  

長  

室  

開  

放  

日

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る

町
政
に
対
す
る
提
言・要
望・意
見
な
ど「
生

の
声
」を
直
接
、町
長
が
お
聴
き
し
ま
す
。

◆
と　
き　
３
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
５
時

※
要
予
約　
１
人
30
分

【
問
合
せ
】

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
☎
�
２
１
１
３

　
町
で
は
、
地
域
経
済
の
振
興
と
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
、
町
が
使
用
す

る
公
用
封
筒
の
裏
面
に
民
間
企
業
な
ど
の

広
告
を
掲
載
し
作
成
し
た
も
の
を
、
町
へ

無
償
提
供
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

①
角
型
２
号
封
筒

　
提
供
枚
数　
１
万
枚

②
長
形
３
号
封
筒

　
提
供
枚
数　
３
万
枚

③
窓
口
封
筒

　
提
供
枚
数　
１
万
枚

◆
納
入
期
限　
4
月
24
日
（
月
）
ま
で

◆
申
込
期
限　
3
月
27
日
（
月
）
ま
で

　
規
定
の
申
込
書
に
記
入
し
、
広
告
見
本

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

広
告
の
規
格
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
ま
た
は
、
総
務
課
庶
務
グ
ル
ー
プ
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
�http//:w

w
w

.tow
n.ichinom

iya.
chiba.jp/info/saiyo.htm

l
■ 

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
１
１
２

『
公
用
封
筒
無
償
提
供
者
』
を
募
集
し
て
い
ま
す

区　　分 活動内容など 活　動　計　画
H29.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 H30.1 2 3 4 5

求人

責任者・生活相談員
介護支援専門員

募 集
　
　
施
設
開
設

採 用
介護職・看護職・事務職
調理員など

募 集
採 用

入居
ユニット型・多床室型

入居者募集
入居開始

短期入所 利用開始

建  築  工  程
仮設・外装工事
建築工事
設備工事

◆今後のスケジュール



く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

広報 1213 Ichinomiya

１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
感
謝
祭

農
業
経
営
は
青
色
申
告
で

ウ
ミ
ガ
メ
上
陸
産
卵
調
査
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
１
学

期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

◆
出
願
期
間　
３
月
20
日
（
月
）
ま
で

※�

資
料
は
無
料
で
す
の
で
次
の
連
絡
先
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
３
（
２
９
８
）
４
３
６
７

　
平
成
28
年
度
の
活
動
報
告
を
兼
ね
た
親

睦
会
で
す
。

◆
と　
き　
３
月
29
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

◆
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

◆
参
加
費　
無
料
（
軽
食
付
き
）

※
予
約
不
要

【
問
合
せ
】

　
１
３
８
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
藤
井

　
☎
０
９
０
（
７
７
２
０
）
６
０
７
０

　
yyssm

-f

＠i.softbank.jp

　
青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を
客
観
的

に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。

青
色
申
告
に
は
、
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
速
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に

は
、
個
人
の
場
合
、
３
月
15
日
ま
で
に
最

寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29
年
分
の

所
得
か
ら
、
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
申
告
時
期
は
平
成
30
年
２
月
か
ら
３
月

　
な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入

保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け

で
な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入

減
少
を
補
う
仕
組
み
で
す
。

◆
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w

w
.m

aff.go.jp

【
問
合
せ
】

　
関
東
農
政
局
千
葉
県
拠
点
地
方
参
事
官
室

　
☎
０
４
３
（
２
２
４
）
５
６
１
１

２
０
１
６
年
度
第
43
回
教
育
講
演
会

◆
共　
催　

�

社
会
福
祉
法
人
九
十
九
会
・

睦
沢
町
教
育
委
員
会

◆
と　
き　
3
月
4
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
午
後
１
時
開
場

◆
と
こ
ろ　
槇
の
木
学
園
体
育
館

　
　
　
　
　
（
睦
沢
町
上
市
場
６
９
３
）

◆
講　
師　
萩
原 

光 

氏

◆
演　
題

　

�「
心
が
響
き
あ
う
子
育
て
の
ス
ス
メ
～

親
も
子
も一緒
に
育
っ
て
い
け
ば
い
い
～
」

◆
入
場
料　
無
料

※
予
約
不
要

※�

保
育
も
あ
り
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方

は
お
電
話
で
２
月
24
日
午
後
５
時
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
つ
く
も
幼
児
教
室　
☎
�
１
２
１
４

　
平
成
27
年
に
町
で
開
催
さ
れ
た
『
日
本

ウ
ミ
ガ
メ
会
議
』
で
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ウ
ミ
ガ
メ
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
多

く
の
情
報
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
年
は
あ
な
た
も
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見

守
る
会
で
は
、『
タ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク
（
ウ

ミ
ガ
メ
の
足
跡
）を
探
せ
！
』キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
し
ま
す
。
5
月
か
ら
8
月
に
砂

浜
に
残
さ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
足
跡
を
発
見

し
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
一
回
の

上
陸
毎
に
最
初
の
情
報
を
く
だ
さ
っ
た
方

に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
今
年
は
早

起
き
し
て
砂
浜
を
歩
い
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

【
問
合
せ
】
一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会

　
☎
０
９
０
（
１
８
０
７
）
７
１
３
９

　
kam

eakem
i777@

yahoo.co.jp

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則　拡大写本という言葉は、普段あまり耳にされないと
思います。視力障害や高齢によって、読みたい本があっ
ても字が小さすぎてそのままでは本を読むことができ
ない人がいます。
　私たち「拡大写本 やまゆり」では、平成 2 年 11 月
より“視力の弱い人でも、読書を楽しんでいただきた
い”、“本をスムーズに読めるようなお手伝いができれ
ば”との思いで、字を大きく書き写し製本する活動を
始めました。市販の図書を、細書きのフェルトペンな
どを使って一字一句本の通りに大きく書き写し、全
ページ揃ったら一冊の本として完成させます。単行本
の 10 ページほどの量が拡大写本ですと 100 ページ前
後になります。
　家事や仕事の合間に少しずつ書き写し、一冊の単行
本を拡大写本に仕上げるのに一年近くかかることがあ
ります。すでに絵本や歌集、単行本など 200 冊以上
を拡大写本にしてあります。完成した本は、社会福祉
協議会 2 階のボランティアセンターに置いてありま
す。ボランティアセンターにいらした時には、ぜひ手
に取ってみてください。
　始めた当時は、パソコンの字は光って読みづらいこ
ともあって手書きのものが求められていましたが、最
近ではパソコンやタブレットで拡大された本が読まれ
るようになり、需要も少なくなっています。
　ただし、今ではイベントなどで製本の技術を使った、
手作りのノート作りを頼まれることが多くなっていま
す。特に小学生などは、手作りのノート作りに興味が
あるようです。今までに書き留めた作文や絵などを製
本し、自分だけのオリジナルなものを作る楽しみを感
じ取り、これを機会に本に関心を持ってもらえれば・・・
と思って製本作りを広めています。

№ 21

ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉 法人一宮町 社会福祉 協議 会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）34395 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

一宮町
ボランティアセンター
キャラクター

『一宮ボッくん』

登録団体の活動については、すでに発行されているボランティア活動ガイドブックに
掲載をしているところですが、毎月このページで団体関連の情報を紹介していきます。

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

❶ 自分からすすんで行動する ―「自主性・主体性」
❷ ともに支え合い、学び合う ―「社会性・連帯性」
❸ 見返りを求めない ―「無償性・無給性」
❹ よりよい社会をつくる ―「創造性・開拓性・先駆性」

ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則ボランティア活動をすすめる上で
大切にしてほしいポイント、よく言われる 4つの原則

拡大写本 やまゆり
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・�平成 29 年度新たに検診の対象年齢になる方には、対象となる検診の受診票を送付します。
・�平成 28 年度に町の検診を受けなかった方で、平成 29 年度に検診を希望される方は、検診ごとに広報などで

ご案内しますので、その都度お申し込みください。

★各種検診
・�４月から町では次の予定表のとおり各種検診を予定しています。
・�過去「３年間（平成 26・27・28 年度）に受診歴がある方には、検診ごとに受診票を送付します。
　（肝炎ウィルス検査以外の検診）

検診の
種　類 胸部レントゲン検査 子宮頸がん検診 乳がん検診 胃がん検診 大腸検診

（便潜血反応検査）
肺がん検診

（喀痰検査）
骨粗しょう症

予防検診 前立腺がん検診 肝炎ウィルス検査
（B 型・C 型肝炎）

対
象
者

★結核検診
　65歳以上の方
★肺がん検診
　40～64歳の方

20歳以上の女性

★超音波検査
（�30歳〜39歳・42歳・44歳・

46 歳・48 歳の女性）
★マンモグラフィー検査

（�40歳・41歳・43歳・45歳・47
歳・49歳・50歳以上の女性）

40歳以上の方 40歳以上の方

40歳以上の方
※�た だ し 、 喫 煙 指 数

（1日喫煙本数×年
数）が600以上の方
が対象です。

20歳・25歳・30歳
35歳・40歳・45歳
50歳・55歳・60歳
65歳・70歳の女性

50歳以上の男性
40歳以上で、いままで
に一度も検査を受けた
ことがない方

検
　
診
　
内
　
容

・胸部レントゲン検査 ・頸部検診
　　問診
　　医師による細胞診

・問診
・超音波
（�女性の技師が行います）
・マンモグラフィー
（レントゲンによる検査）

・問診
・�胃部X線間接撮影
　（バリウムを飲みます）

・問診
・�指定された容器に１

日１本、連続２日間
採便します。

・問診
・�指定された容器に１

日１回、連続３日間
たんを取ります。

・問診
・骨密度測定機使用

・採血
※�特定健診と同日実施

・採血
※�特定健診と同日実施

※�検査当日は朝食、水分を
取らないでください。タバ
コも吸わないでください。

※�検査終了後の水分は各自
でご用意ください。

※�寄生虫の検便ではあ
りません。

※�たんが出ない方は検
査できません。

※�かかとに超音波を５
分程度あて、骨密度
の状態を調べます。

実
施
予
定
日
・
会
場

５月 9 日～ 12 日
（12 日は午前中のみ実施）

（４日間）

７月 14 日・15 日・24 日・
25 日
（15 日は午前中のみ実施）

（４日間）

４月 21 日・22 日・24 日・
25 日・26 日
（22 日は午前中のみ実施）

（５日間）

７月6日・7日・10日･11日
（４日間）

 10 月５日・６日
（容器回収）

（２日間）

 ９月 5 日・6 日
（容器回収）

（２日間）

 11 月１日・２日
（２日間）

 ６月 5 日～ 16 日
（６月 8・11 日を除く

10 日間）

６月 5 日～ 16 日
（６月 8・11 日を除く

10 日間）

地区集会所
コミュニティーセンター
保健センター
GSSセンターなど

保健センター 保健センター 保健センター 保健センター 保健センター 保健センター 保健センター 保健センター

一　部
負担金

５００円
65歳以上は無料 ５００円

超音波検査　　　５００円
５００円 ５００円 ５００円 ５００円 ５００円 無　料マンモグラフィー検査

５００円

★特定健診
健診の
種類 対象者 一部負担金 健　診　内　容 実施予定日・会場

特定
健診

国保加入者の
40 ～ 74 歳の方 １，０００円 ①問診  ②尿検査（尿糖・尿蛋白）③身体計測（身長・体重・腹囲）

④血圧測定  ⑤医師の診察  ⑥採血（脂質・肝機能・血糖・貧血・血
清クレアチニン・尿酸値）
※�前年度の健診結果および医師の診断により、該当者は心電図・眼

底検査を行います。

　６月 5 日～ 16 日
　（６月 8・11 日を除く 10 日間）

　場所：保健センター
健康
診査

後期高齢者医療制度
加入者（注） 無料

・町では、国民健康保険加入者の 40 ～ 74 歳の方を対象に「特定健診」を実施しています。対象者には受診
票を送付します。
・特定健診は、医療保険者が実施します。国民健康保険以外の保険に加入されている方は、各医療保険者へお

問い合わせください。
・後期高齢者医療制度（注：75 歳以上の方、一定の障害をお持ちの方は 65 歳以上）の健康診査は、広域連

合からの委託により町で実施します。

平成29年度　各種検診 ・ 特定健診のご案内　

【問合せ】
■各種検診
　福祉健康課
　（保健センター）

☎（40）１０５５

■特定健診
　税務住民課

☎（42）１４２３

　福祉健康課
　（保健センター）

☎（40）１０５５
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　冬は空気が乾燥し、皮膚のトラブルも増加します。皮膚は外部の刺激から体を守る役割を果た
していますが、最も外側の角質が乾燥によってはがれ、すき間ができて皮膚の内側の水分が逃げ
やすくなってしまいます。そのため、皮膚はますます乾燥し、空気中のちりや有害な細菌、紫外
線やアレルギーの原因物質などが入り込むなど、外からの刺激を受けやすくなります。それによ
り、様々な皮膚のトラブルが発生してしまいます。

皮膚トラブルを防ぐために
　皮膚トラブルは、生活習慣によって悪化したりしますので、習慣を見直し、
皮膚トラブルを防ぎましょう。

・�水仕事は、ゴム手袋を使うなどして、皮膚を保護する。
・�水仕事で使うお湯はぬるめにする。
・�使う食器を減らしたり、食器を洗う前にボロ布で汚れをふき取るなどして、水仕事の時間短縮

をはかる。
・�シャンプー、ボディーソープ、石けん、ハンドソープなども、低刺激性のものを選ぶ。
・�お風呂で体を洗う際には、ゴシゴシこすって洗わず、よく泡立てた石けんでなでるように洗う。
・�手洗いや水仕事、入浴のあとには、こまめにハンドクリームなどの保湿剤を塗る。
・�下着は肌に優しい、綿のものを選ぶ。
・�冬の室内では、加湿器を利用するなど湿度に注意し、皮膚を乾燥から守る。

　皮膚トラブルがひどく、炎症が起きてしまって、生活習慣の改善や、保湿剤を塗るだけでは治
らない皮膚疾患については、早めに専門医を受診することをおすすめします。

 気をつけて！冬の皮膚トラブル 
保 健 セ ン タ ー だ よ り

緑黄色野菜をたっぷりと！
ツナとにんにく風味のドレッシングで、大人も子どもも美味しく食べられます。にんにくは
多すぎると辛いので、調節してください。

〈作り方〉
①　�ほうれん草をたっぷりの湯で茹でる。水にさらして絞って

４センチ長さに切る。トマトを湯むきし、1/6 のくし型に
切ってから、一切れを斜め半分に切る。

②　�ボ ー ル に ツ ナ 缶 の 汁 気 を
しっかり切り、ドレッシング
の材料を和える。

③　�②とほうれん草を和え、トマ
トを崩さないようにさっく
りと混ぜ、盛り付ける。

一宮町食生活改善会

〈材料〉　　　〈４人分〉
ほうれん草　　　300g
トマト　　　　　１個
ドレッシング
ツナ缶　　　　　小１缶
　オリーブ油　　大さじ 1
　レモン汁　　　大さじ１
　おろしにんにく　　1/2 かけ分
　醤油　　　　　小さじ１
　砂糖　　　　　小さじ１
　こしょう　　　少々

２ 月 の レ シ ピ
ほうれん草とツナのサラダ
1 人分  95 キロカロリー

保健センター ※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　詳しくは保健センターにお問い合わせください。

【問合せ】  福祉健康課  ☎（4 0 ） 1 0 5 5の行事３月
名　　　称 日　程 時　　　間 内 容・対 象 場　所

２ 歳 児 歯 科 健 診
３ 日 （金）

受付 13：00〜 13：15 平成 26 年 12 月生まれ

保

健

セ

ン

タ

ー

３ 歳 児 健 診 受付 13：15〜 14：00 平成 25 年 10 月～ 12 月生まれ

親 子 ふ れ あ い 教 室 １０日 （金）
9 ：30 〜 10：30 あそびの教室

1歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

10：45 〜 11：45 あそびの教室
0歳児（きょうだいの参加も可）と保護者

育児相談（予約制） １５日 （水） 9：00 ～ 11：00 子育てに関する様々な相談

乳 児 相 談 ２２日 （水） 受付 13：15 〜 14：00
4ヶ月児・7ヶ月児・12ヶ月児
※ 7ヶ月児と保護者の方には、あわせて
　『ブックスタート』があります。

献 血 24 日 （金） 受付 10：00 ～ 11：45
13：00 ～ 16：00 希望者

あ そ び の 広 場

１ 日 （水） ・ ６ 日 （月） ・ ８ 日 （水）
９ 日 （木） ・ １３日 （月） ・ １４日 （火）
１６日 （木） ・ １７日 （金） ・ ２１日 （火）
２３日 （木） ・ ２４日 （金） ・ ２７日 （月）
２８日 （火） ・ ２９日 （水） ・ ３０日 （木）
３１日 （金）

9 ：30 〜 12：00
13：00 〜 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
8 日（水）11：00~11：30　ボランティア「赤とんぼの会」
14 日（火）10：30~11：30　ボランティア「ゆりかご」

け ん こ う 運 動 教 室

6 日 （月）

受付 13：15 〜 13：30

65 歳以上の希望者（リズム体操）

保健センター17 日 （金） 〃 （筋力アップ体操）

30 日 （木） 〃 （ワハハ！時間）

東浪見けんこう運動教室
9 日 （木）

受付 9：45 〜 10：00
65 歳以上の希望者（音楽療法） 東 浪 見

コミュニティ
セ ン タ ー

27 日 （月） 〃 （元気アップ体操）

公
金
の
支
払
い
に
不
能
が
あ
り
ま
し
た

　
町
は
、
平
成
28
年
12
月
19
日
の
振
込
が

不
能
と
な
り
、
対
象
者
の
方
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
19
日
分
の
振
込
に
つ
き
ま
し
て
は
、
22

日
に
処
理
を
し
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
再
発

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
会
計
課　
☎
�
１
４
２
２

た
ま
ひ
よ
部

３
月「
ベ
ビ
ー
と
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

　
毎
年
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
る
ベ
ビ
ー
と
防
災
に
つ
い
て
、
今

年
も
町
の
保
健
師
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
赤
ち
ゃ
ん
や
妊
婦
さ
ん
の
避
難
方
法

や
避
難
グ
ッ
ズ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
と　
き　
３
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◆
と
こ
ろ　
東
浪
見
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
支
援
室
「
し
お
か
ぜ
」

◆
参
加
費　
３
０
０
円

　
　
　
　
　
（
お
茶
・
お
菓
子
付
き
）

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
マ
ミ
ー
ウ
ェ
イ
・
富
澤

　
☎
０
５
０
（
３
５
７
７
）
１
３
３
５

　
mommyway.ichinomiya@gmail.com



●ゴミ収集コース
１コース（１区〜 10区）　２コース（11区〜 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　３コース（綱田〜新熊・新浜）
休：�休日当番医（9：00 〜 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ

するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。
（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）
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プッシュ回線の固定電話からは局番なしの
⇒♯ 8000
直接おかけの場合は
⇒☎ 043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 〜翌朝 6：00

なお、緊急・重症の場合は迷わず「１１９」へ

こども急病電話相談

☎（24）1010 （茂原消防署のうら）

・診療科目 内科・小児科

・診療時間 20：00 〜 23：00

※ 20：00 前の急病などは、消防本部☎（24）0119 へ

夜間急病診療テレフォン案内
☎（24）1011 （19：00 〜翌朝６：00）

夜間急病診療所

いちのみや
広報カレンダー 2017

いちのみや 33
※カレンダーは 3 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 燃 え る

ゴ 　 ミ
人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」
船頭給獅子舞
文化財講座

5 6 7 8 9 10 11 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 長生診療所
☎（32）3303

定例議会（初日）親子教室「ひよこ組」 町長室開放日
一宮中卒業式

12 13 14 15 16 17 18 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 長生八積医院
☎（32）3282

定例議会（最終日）親子教室「ひよこ組」経堂祭
東浪見小卒業式 一宮小卒業式

19 20 21 22 23 24 25 燃 え る
ゴ 　 ミ

休 津谷クリニック
☎（32）5645

休 よねもと整形外科
☎（40）1065

法律相談 心配ごと相談

小中学校修了式

26 27 28 29 30 31

休 長 島 医 院
☎（42）8800

３コース
燃えないゴミ

１コース
粗大ゴミ

２コース
粗大ゴミ

１コース
燃えないゴミ

２コース
燃えないゴミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

燃 え る
ゴ 　 ミ

３コース
粗大ゴミ

１コース
資源ゴミ

２コース
資源ゴミ

３コース
資源ゴミ

町の図書室休

町の図書室休


